
2024年度（令和6年度）保育所における自己評価
ひかり保育園（清泉愛育園グループ）

今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に活かせるような内容で評価します。
評価方法：
（１）全職員へのアンケート実施
（２）アンケート集計をもとに自己評価委員会にて議論及び評価の決定
評価について：
A（大変良い）、B（良い）、C（一部検討を要する）、D（改善を要する）の４段階で評価します。
項目ごとに、意見・改善策を記述します。

内容

評価 意見・対策

A B C D

保育内容に関する評価

１ 保育所の職員らが、すべての子
どもについて、一人一人の存在
とその人権を尊重しています
か？

〇

子供たち一人ひとりに向き合って丁寧に保育が行
えていると考えています。特に乳児クラスは、でき
ることの差が大きいのでもっと一人ひとりに寄り添
える保育をして行きたい。

２ 保育所の職員らが、子どもたち
に身体的な苦痛を与えたり、人
権をはずかしめたりするなど、精
神的苦痛を与えることがないよう
にしていますか？

〇

ニュースなどで取り上げられ気を付けるようにして
いる。
子どもの人権を侵害することがないよう心掛けて保
育をしています。

３ 不適切保育（園内で行われる心
身における虐待など）が行われ
ないよう、適切な保育が実施で
きていますか？

〇

虐待についてのニュースなどもよく耳にするように
なり、以前より言葉遣いなど意識するようになっ
た。
研修、会議等で啓蒙している。

４ 個人情報の保護に配慮し、園児
やその家庭についての秘密を正
当な理由なく漏らすことがないよ
うにしていますか？ 〇

個人情報の書類などは、見えない所に保管した
り、鍵をかけるようになった所が良い
→個人情報、書類、パソコン、タブレット、施錠でき
る箇所に保管に動いた
・仕事中（保育中）は常に保護者が側にいると仮定
して発言するように心がける必要がある

５ 保育所保育指針を読み、参考に
して指導計画を作成しています
か？

〇
まだまだ読み込みが足らないところもあるので、園
内研修やMTGなどでも議題にあがるようにする。
・しっかりと読み込んでもらうように伝えていく。

６ 清泉愛育園の方針を理解し、各
園の保育計画をもとに指導計画
を作成していますか？

〇
4月からの法人合併もあり、まだ足らないところもあ
るが、指導していただき作成に当たっている。方針
を理解し作成するように動いている。

７ 各クラスにおいて、月・週・日案
などには、子どもの意欲を誘うも
のにものにできていますか？

〇
各年齢に見合った活動が立案され、こどもたちの
興味や関心、意欲が膨らんできている。

８ 実施した保育について（複数担
任の場合は共同して）、職員自ら
保育を評価・反省・次の指導計
画にいかせていますか？

〇

  複数担任のクラスでは、密な話し合いがなされる
ようになってきている。週案などの書類で反省でで
た内容は同じクラスの職員全員が理解し、次の保
育で活かすようにしている。

特別な配慮及び健康管理

９ 園児たちの発育・発達状況を把
握し、職員全体で情報共有する
ことで、日常の保育にいかせて
いますか？

〇 クラス内で園児の情報共有は出来ていると思う。
気になる子、共有すべきことは共有している。

１０ 食物アレルギーなどの子どもに
対して、医師の指導のもと適切
な対応をしていますか？ 〇

加配児、アレルギー除去児については、とても適切
に対応している。
看護師さんがいてもらえることで、安心でき指導も
していただいている。

１１ 日頃から問題の早期発見を心が
け、虐待や家庭内の問題が疑わ
れる場合は、園長や主任、専門
機関と連携をとりながら適切に
対応していますか？

〇
各担任と役職、園全体での共有連携が取れてい
る。外部機関との連携も園長、主任が連携をとって
対応している

１２ 特別な配慮がいる園児に対し
て、園内で情報共有をし、専門
機関と連携を取りながら対象園
児への理解を深めるような取り
組みをしていますか？

〇
加配担当と関係機関が連携を取っている。園全体
でも共通理解として共有している。

１３ 園内の感染症対策、急な怪我な
どの対応を職員らが理解し、実
践できていますか？

〇
各感染症対策、看護師との連携をし職員間で対応
できるようにしている

清泉愛育園グループの保育

１４ 清泉愛育園グループの保育理
念・各園の保育目標を理解し、
実現できるような保育計画を立
てていますか？

〇 〇

笑顔と感謝。簡単なようで難しい、日々そんな気持
ちを持って人（こどもたち、保護者、職員、家族）と
接するようにしています。
まだまだ、理念を保育目標を把握できていない点
もあるので、職員間での話し合いを大切にしていく

１５ 子どもたちの自己肯定感を育む
保育をしていますか？（自己肯
定感を育む工夫を保育計画に入
れていますか？）

〇 自己肯定感を育む保育、保育計画をさらに学び取
り入れていきたい、

１６ 園全体で「対話」を大切にして、
人との対話を楽しむような保育
や人の話を最後まで聞けるよう
な指導をきちんと行っています
か？

〇
園全体で「対話」を大切にしていきたい。園内研修
等でも取り入れて考えていきたい。



１７ 体力づくりのための活動を保育
内容に取り入れていますか？

〇

こどもが　飽きないように　子どもの反応を見なが
ら　体操や運動遊びを取り入れるように心がけてい
る
夏季は熱中症警戒アラートが出ていて殆ど園庭に
出る事が出来ないため、室内での活動を工夫して
静と動をうまく取り入れていきたい。

１８ 園の食育方針を理解し、食べ物
を大切にする「共食」「植食」を保
育内容に取り入れていますか？

〇
食育、まだまだ未実施な所も多い、もう少しできる
はず！食育方針が保育に組み込みにくいので今
後に繋げていく。

１９ 体力づくりのための活動を保育
内容に取り入れていますか？

〇

夏季は熱中症警戒アラートが出ていて殆ど園庭に
出る事が出来ないため、室内での活動を工夫して
静と動をうまく取り入れていきたい。
→各クラス工夫していただいている

経営・組織運営

２０ 能率的・合理的な運営組織に
なっているか？ 〇

まだまだ　自分の中で組織的にどのような仕事をし
なければならないのか　身についてないと思う。
組織というのにまだ慣れないと言うのが本音です。

２１ 職員の配置、係の分担などは適
材・適所か？

〇

保育士確保の難しさもあるが、現在の子どもの様
子、発達の違いで余裕を持って保育できる環境が
よい、職員がやや少ないと思う。

→環境を整え、人数の確保に常に動いている

２２ 各種会計を適正かつ適切に処
理しているか？

〇 適切であると思います。

２３ 定期的に個人面談が行われ、人
事評価が適切に行われている
か？ 〇

人事評価、面接等きちんと行われていると思いま
す。
これまで行っていなかった部分でもあったので行っ
ていただいてありがたいです。

２４ 職員の自己評価がきちんとでき
るよう、サポートがなされている
か？

〇

自己評価がどのようにフィールドバックされている
かはまだわからないことが多いがやってみてよ
かったです。自己評価はできるだけ毎日行えるよう
に心がけている。

２５ 自己評価の内容が保育の質向
上に反映されているか？

〇 この点はまだまだですので保育の質の向上に反映
できるように努めていく。

２６ 保育所の自己評価のために、第
三者（専門家・保護者・地域住
民）からのフィードバックを受けて
いるか？

〇
年度末にアンケート実施予定、各行事ごとなどで
は意見を求めるように動いている。

２７ 各種会議を適切かつ効率的に
進めているか？

〇 〇

・必要な時に各種会議は行えていると思うが、全体
で行うのが難しいと思う。
・会議の時間、規模、内容、人数など工夫、見直し
ないといけない点もある
・会議の内容は充実していると思う

２８ 職員それぞれが全体的な立場を
理解し、協力や助言を惜しむこと
なく、施設運営に関わっている
か？

〇

・それぞれの立場の理解は進んできていると言うと
ころだと思う。まだ協力、助言が全体にと、まで至っ
てないと感じる。
 ・立場を理解するよう努めます

教育・研修制度

２９ 保育内容を向上させるため、園
内で保育研究・研修がなされて
いるか？

〇
園内研修では、みんなで受講し、色々な意見がき
けてよかった。

３０ 研究・研修の計画、運営は適切
に行われているか？

〇 園内研修計画を皆で考えて行っている。適切な回
数だと感じる。

３１ 研究・研修の成果を日常の保育
内容にいかせているか？

〇 園内研修を行って頂いて研修内容を職員間に還元
して保育にいかすようにしている

３２ 外部研修会・講演会などへの参
加を積極的に図っているか？ 〇

外部研修など定期的に行く機会がある。
研修の紹介やオンラインでの受講の機会など設け
ていく。

３３ 外部研修会・講演会などに参加
した場合、内容を園内に還元し
ているか？

〇
研修で学んだことや情報提供を会議の際に教えて
いただけるのでありがたい。研修の内容はノートに
まとめてもらうため、見ることができて良いと思う。

３４ 園児や保護者に関する「個人情
報」を適切に取り扱っているか？

〇

個人情報やタブレットの管理は徹底していて良いと
思う。
入園時の説明にも個人情報の取り扱いについて説
明している。

情報・設備・施設管理

３５ 公文書収受・発送・処理を適切
に行なっているか？

〇 適切に行っています。

３６ パソコンやタブレット（各種システ
ムやコドモン）はパスワード設定
をし、利用しない時は施錠管理
できる場所に保管しているか？

〇
鍵付きの書庫に入れることにより、職員間でも意識
して管理できるようになった。パスワード設定もして
いる。

３７ 施設内外の設備の安全点検を
計画的に行なっているか？ 〇

安全点検を日々計画し行っています。園庭に出る
際には必ず職員が遊具等の安全点検を行ってい
ます

３８ 遊具・用具などを活用しやすいよ
うに整理・保管しているか？

〇 遊具・用具など整理整頓を心掛けて行い、保管し
ています。

３９ 不審者などに対応する周到な配
慮を行なっているか？

〇

研修、訓練等で不審者対策を取り入れていく予
定。警備会社による警備、防犯カメラの設置済み。
不審者がもし侵入してきたらどうするかということに
ついて話し合っておきたい。連絡方法や合言葉な
ど。

開かれた保育所づくり



４０ 掲示板・掲示場所などを適切か
つ効果的に活用しているか？

〇 掲示板も必ず目に付くところに作ってあり効果的で
あると思います

４１ 他施設との年間交流計画は保
育目標や課題に沿ったものに
なっているか？ 〇

他の施設（小学校）架け橋プログラムの一環で年
間通して交流がある。

合同研修により、他園との交流がなされているよう
に感じました。

４２ 他の施設の職員同士が、研修や
交流の機会を持って、互いの保
育・教育に対して理解を深め相
互にアドバイスできるような関係
を構築できているか？

〇

合同研修で意見交換ができとても良かった
悩みも一緒で共有できた。
グループとして交流できることで保育の幅が広がっ
た。

４３ 他の施設と日常的に情報交換を
し、それを交流活動に生かして
いるか？

〇
小学校との連携、架架け橋プロジェクトを年間投資
て実施、交流も予定している

４４ 保育参観日を設定しているか？
〇 未定だが設定はしている。時期を見て行う予定

保育参観の行い方の検討は必要。

４５ 保護者を含む地域の人材活用を
しているか？

〇 地域の方、自治会との連携は構築しつつある。人
材活用は模索していく。

４６ 地域の行事に積極的に参加し、
地域の文化や生活に触れている
か？

〇
地域の行事に参加予定（津祭りでのよさこい）
地域の文化は地元の神社に七五三参拝予定。

４７ 地域の子育て支援センターとし
て、園の開放をしているか？

〇

・現在はしていないが今後、子育て支援活動や園
庭開放などしていきたい。
・公開するということはまだできていないが将来的
に開放することによって園児を集めることができる
（入園希望者が増えると考えられる）

４８ 地域に住む子ども同士、あるい
は親子が一緒に遊ぶことができ
るような場の設定を行えている
か？

〇 現段階では設定はしていない、現状厳しい

４９ 職員による「子育て相談」や保護
者を対象にした学習の機会を設
定できているか？

〇
保護者を対象にした学習の機会を設定できている
か？
→出来ていない、今後検討していく。

５０ 医療機関・児童相談所などの専
門機関と連携をとり、保護者に
とって必要な情報を提供できて
いるか？

〇
気になる保護者や子どもに関して、他の関係機関
と連携して情報を共有しあっている。
保護者にとって必要な情報の提供に努めている。

５１ 保育所の情報を発信している
か？（お便り・ホームページ
・SNSなど）

〇

園が新しくなったことを外部に向けて発信すること
も大事。今、利用してもらっている方々にも丁寧に
対応することも大事。
保育所のホームページが分かりやすく良いと思い
ます。
コドモンを通じて情報は常に保護者に共有していま
す

外部評価

５２ 第三者評価を導入し、施設運営
に反映しているか？

〇  改善を要する, 今後受ける事を検討

５３ 地域や保護者の意見を施設運
営に反映しているか？

〇

保護者の意見を聞くことは大切である。全部聞き入
れるのではなく大切な子どもを預かるところなので
子どもにとってないが1番いいのか意見を出しやす
い場であるといいと思う、意見を言いやすい環境を
作りともに成長できる場になっていければと考え
る。

■ 自己評価の実施について  
本年度は、園全体での保育の質の向上を目的として、保育所における自己評価を1回実施しました。（次年度はグループ園での実施回数年2回予定）  
評価項目に対する職員間の振り返りを通じて、以下のような取り組みにつながりました。

■ 自己評価後の主な取り組み  
- 職員会議、ミーティング等、話し合いを行い、保育内容、各部門内容を一部改善しました。  
- 保護者様からの意見を踏まえ、保育の工夫を図りました。 （アンケート・ 個別懇談）
- 継続的な振り返りのため、会議、各ミーティングで随時見直しを実施。

■ 今後の取り組み  
令和８年度より、グループ園との連携を強化し、共通の評価視点に基づいた自己評価の実施や
グループ園研修やオンラインでの意見交換を行う体制を整えていく予定です。  
これにより、より多角的な視点での振り返りや園運営の質の向上を目指していく。


